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研究成果の概要（和文）：公開データの 2 次分析、質問紙調査、準実験、実験室実験など 7 つの

マルチ＝メソッド研究を通じて、自尊心の社会的機能に関する検討を行った。その結果、1) 自
尊心が幸福感に与える影響は、対人関係の選択肢が多い高関係流動性状況において強くなるこ

と、2) 自尊心は、高関係流動性状況において適応的な、新規他者との関係形成を後押しするブ

ースター機能を持つこと、3) 自尊心は、高関係流動性状況において孤独感が幸福感を低下させ

る過程を媒介すること、が示された。 
 
研究成果の概要（英文）：Seven multi-method studies, such as a secondary analysis of public domain 
data, questionnaire survey, quasi-experiment, and laboratory experiment, examined social functions of 
self-esteem. Results indicate that 1) the effect of self-esteem on happiness is stronger in social contexts 
high, rather than low, in relational mobility, where there is a greater amount of choices in interpersonal 
relationships, 2) self-esteem has an “interpersonal booster-function” (i.e. motivating individuals to 
approach strangers), which is adaptive in social contexts high in relational mobility, and 3) self-esteem 
mediates the process in which feeling of loneliness decreases happiness, particularly in social contexts 
high in relational mobility. 
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１．研究開始当初の背景 

 1990 年代以降、社会心理学における比較文

化研究が飛躍的な発展を遂げ、自己過程、対

人関係過程、そして集団過程にわたる様々な

社会心理過程の文化差の存在が明らかにされ

てきた（例えば、Markus & Kitayama, 1991; 山
本・原, 2006; Yuki, 2003)。中でも大きな注目

を集めてきたのが、自尊心の文化差である。

自尊心とは自己の肯定的評価を指すが

(Rosenberg, 1965）、過去に欧米で行われた膨
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大な研究を通じて、高い自尊心を持つことが

幸福感の源泉となることなど、その重要性が

広く示されてきた（Diener & Diener, 1995）。
しかし近年の研究では、日本人を含む東アジ

ア人は、北米人と比べて自尊心が低く、また

自尊心が幸福感に与える影響も弱いことが見

いだされている（Heine et al., 1999; Kwan, 
Bond, & Singelis, 1997; Uchida, Kitayama, 
Mesquita, Reyes, & Moring, 2008）。では、この

文化差はいったい何に起因するのだろうか。 
 この問いに対し、従来最も多く用いられて

きた説明原理は、文化的自己観（Markus & 
Kitayama, 1991）の差異である。北米では相互

独立的自己観が優勢であり、個人の自律性や

独自性が重要である。したがって、人々はそ

の感覚を支える自尊心を高めるように動機付

けられる。一方、東アジアでは相互協調的自

己観が優勢であり、独立した個人としての自

己評価である自尊心よりも、他者との関係性

の良し悪しが重視される（Heine et al., 1999）。
だがこの説明の問題は、「自律への志向性が、

自律を支える自己概念を生み出す」というよ

うに、説明が循環的な点である。 
 これに対し本研究では、文化差への適応論

的アプローチ（山岸, 1998）からの別解釈を

試みる。適応論的アプローチとは、個人の心

理メカニズムを自然環境、および社会環境へ

の適応の道具として捉える立場である（亀

田・村田 2000）。山岸 (1998) はこれを、日米

間の一般的信頼、および集団主義の文化差の

説明に適用した。そこでは、日米社会間の社

会関係や社会制度といった社会生態学的環境

の差異が俎上に上げられ、一般的信頼や集団

主義的行動が、それぞれの社会の環境特性に

対する適応戦略として捉えられる。この考え

に基づき、本研究もまた、自尊心の文化差を、

異なる社会生態学的環境の帰結、またはその

環境下での適応戦略の違いとして捉える。以

下、当該理論、および本研究の検討課題を詳

述する。 
 
２．研究の目的 

本仮説で着目する社会生態学的環境変数は、

関係流動性(relational mobility)である。関係

流動性とは、ある社会、または社会状況に存

在する、対人関係の選択肢の多寡を指す（Yuki, 
et al., 2007）。近年の研究において、特に北米

社会は、他の社会と比べて関係流動性が高い

ことが指摘されている(e.g., Adams, 2005; 山
岸, 1998)。北米のような高関係流動性社会で

は、自由に対人関係を選択できるので、人々

が絶えず、より望ましい相手との関係作りや、

より望ましい集団への所属を求めている。こ

うした関係作りの機会の多い社会状況は、一

見すると誰にとっても望ましい状況であるよ

うに見える。だがそこには、機会が多いが故

の困難さもある。それは、こうした社会で望

ましい対人関係を結ぶためには、自分もまた

望ましい相手から選択されなければならな

いことである。そのためには、多くの他者と

比較して、自己が社会的価値の高い魅力的な

属性を持っていることが必要である。逆に、

多くの他者と比べて魅力的な属性を持ってい

ない者は、魅力的な他者から受け入れてもら

える可能性は低い。 
 
(1) 検討課題 1:自尊心が幸福感に与える影
響の検討 

このような、いわば「対人関係の自由競争

市場」の下では、人々が持つ自尊心に二つの

特徴が生じると考えられる。第一に、自尊心

の高さが幸福感と強く関連するだろう。Leary 
& Baumeister (2000)も述べているように、自尊

心とは、広い社会の中における自己の一般化

された価値を指し示す主観的な指標である。

つまり、高自尊心者とは、広い社会における

自己の相対的な価値が高いと思っている者の

ことである。それゆえ彼らは、社会的成功が

相対的な社会的価値によって決定される高関

係流動性社会において、特に高い幸福感を感

じるのである。 
一方、日本を始めとした関係流動性の低い

社会では、対人関係や集団所属性は安定して

おり、同じ他者とのつきあいが比較的長期に

わたる傾向がある。こうした、いわば「対人

関係の系列取引市場」においては、対人関係

の組み替えが頻繁に起こらないため、自己の

社会的価値の認知としての自尊心は将来的な

成功を予期させず、またそれが高かったとし

ても、対人関係の維持には役立たないどころ

か、安定的な対人関係の維持を阻害する場合

さえある。よって、自尊心と幸福感との関連

は弱くなるだろう。 
 
(2)検討課題 2：自尊心の対人関係拡張機能 

第二に、高関係流動性社会においては、人々

の自尊心が平均的に高くなるだろう。高関係

流動性社会には、見知らぬ他者と出会い、よ

り望ましい対人関係を形成する機会が多い。

こうした社会においては、高い自尊心を持つ

こと、すなわち肯定的な自己像を持つことが

適応価を持つだろう。なぜならば、それは、

見知らぬ他者に対して関係形成を求めた際に、

「望ましい属性を持った自己」は相手から受

け入れてもらえるという主観的確率を上昇さ

せるからである。その結果、人々は臆するこ



 

 

となく、より望ましい属性を持つ他者との対

人関係形成に挑戦できる。一方、関係流動性

の低い社会においては、こうした心理デバイ

スを持つ必要性は低い。つまり高い自尊心は、

個人を新しくかつ有益な関係形成行動へ後押

ししてくれる、「対人関係拡張へのブースタ

ー」として機能するため、高関係流動性社会

でこそより重要になると考えられる。 
 

 (3)検討課題 3：孤独感が幸福感の低下をも

たらす過程に対する関係流動性の調整効果 
以上の理論仮説からの臨床心理学的含意は、

人々の精神的健康を左右する要因が、社会状

況の性質によって異なる可能性である。具体

的には、孤独感が幸福感を低下させる過程が、

社会状況の関係流動性によって異なることが

予測される。低関係流動性状況に置かれた者

は、孤独であること自体が本人の社会関係の

欠如を意味するため、孤独感は幸福感を直接

減退させるだろう。一方、高関係流動性状況

に置かれた者は、孤独が自己の社会的価値の

欠如を意味するがゆえに幸福感を減退させる。

すなわち、孤独感が自尊心の低下を引き起こ

すことを通じて幸福感を減退させると予測さ

れる。 
 

３．研究の方法 

以上の 3 つの課題を検討するために、本研

究では、マルチ＝メソッドを用いた検討を行

った。 
  
(1) 検討課題 1:自尊心が幸福感に与える影
響の検討 

高関係流動性状況と低関係流動性状況では

自尊心と幸福感の関連が異なるという仮説を

検討するため、本研究では、従来の文化心理

学研究が主に扱ってきた国際比較のみならず、

同一国内での地域間比較、同じ種類の人々が

置かれた異なる状況間の比較など、様々な比

較軸を用いた検証を行った。それはこの仮説

が、関係流動性という社会環境の特性と人々

の心理傾向の関係をめぐる一般理論であるた

め、比較軸を国家間に限定する必要がないか

らである。 
 
①研究 1-1：代表サンプルを用いた地域間比
較 

代表性のある全国規模のデータを用いるこ

とにより、同一国内の関係流動性の異なる地

域間の比較においても、高関係流動性地域の

方が低関係流動性地域よりも自尊心と幸福感

の関連が強いというパターンが見られるかど

うかを検討した。公開データである「情報化

社会に関する全国調査 (2004)」（直井, 2004）

を 2 次分析した。本調査は層化二段無作為抽

出法による日本全国の 20～79 歳の成人を対

象としたものであり、有効回答数は 1,286 人

であった（有効回答率：64.7%）。分析に用い

た質問項目・尺度は、1)自尊心、2)人生満足

感、3)現在の対人関係への満足、および 4)現
在の職場での勤続年数、であった。 
 
②研究 1-2：準実験法による状況間比較(1) 

新年度開始直後の大学 1 年生と 2 年生を比

較する準実験的方法を用いて、仮説の検討を

行った。入学直後の 1 年生は、新たな環境で

新しい友人を作る必要に迫られた高関係流動

性状況にいると考えられる。一方、大学入学

後 1 年が経過した 2 年生は、ある程度固定化

した友人関係を維持しており、新入生と比べ

て相対的に関係流動性が低い状況にいると考

えられる。 
回答者は、北海道大学の 1 年生 344 名、2

年生 190 名であった。調査時期は新年度開始

直後の 4 月中旬であった。主な質問尺度は、

1)自尊心尺度（Rosenberg, 1965）、2)人生満足

感尺度（Diener et al., 1985）、および 3)関係流

動性尺度（Yuki et al., 2007）であった。 
  
③研究 1-3：準実験法による状況間比較(2) 

研究 1-2 の限界は、同じ大学 1 年生の中に

も、関係流動性に関して分散がある可能性を

捉え切れていない点である。そこで、同じ仮

説を、大学入学のために遠隔地から引っ越し

てきたために対人関係を新たに作る必要に迫

られた 1 年生と、その必要性が低い地元出身

の 1 年生を比較することによって検討した。 
回答者は、北海道大学の 1 年生のうち、入

学時引越し経験者 110 名、および地元出身者

123 名であった。調査時期は、新年度開始直

後の 4 月中旬であった。主な質問尺度は、1)
自尊心尺度（Rosenberg, 1965）、2)情緒的サポ

ート尺度（久田ら, 1989）、および 3)人生満足

感尺度（Diener & Diener, 1985）、であった。 
 
④研究 1-4：中国における検討 

日本人と同じ「東アジア文化」に属す香港

に在住の大学生を対象にした検討を行った。

まず、Kwan et al.(1997)による先行研究の結果

（＝自尊心が幸福感に与える影響は、香港中

国人よりもアメリカ人の方が強い）を再現し

た上で、その差が関係流動性によるものなの

かを検討することを目的とした。 
回答者は、香港大学の学生 79 名（うち中国

籍学生 66 名）であった。主な質問尺度は、1)
自尊心尺度（Rosenberg, 1965）、2)情緒的サポ

ート尺度（久田ら, 1989）、3)人生満足感尺度



 

 

（Diener & Diener, 1985）であった。 
 
(2)検討課題 2：自尊心の対人関係拡張機能 

自尊心の対人関係ブースター仮説、すなわ

ち高自尊心者は低自尊心者よりも対人関係拡

張傾向が強いとの仮説を検討した。 
 

①研究 2-1：相関研究 
高自尊心者が低自尊心者に比べて、より強

い対人関係拡張傾向を持っているか、日本人
大学生を対象として、場面想定法の質問紙を
用いて検証した。 
回答者は北海道大学生 39 人であった。材料

と質問尺度：1.自尊心尺度 (Rosenberg, 
1965)、2.関係形成・維持シナリオ：初対面他
者、または友人のいずれとコミュニケーショ
ンをとるか、また一緒に行動するかを選択し
なければならない状況を描いた 4つの文章。
参加者は、各状況下において初対面他者およ
び友人とのコミュニケーションに割く時間配
分（全体を 100%とする）を答えた。また、初
対面他者との新規関係形成動機、および友人
との既存関係維持動機の強さを回答した。3.
一般的な関係形成志向、および関係維持志
向：「新しい友人関係はいくらでも作れる」、
「いつも自分の仲の良い友人といたい」など
の 22 項目。 
 
②研究 2-2：実験研究 

実験的手法によって、自尊心の対人関係ブ

ースター仮説を検討した。参加者の自尊心を

人為的に操作し、対人関係拡張に対する動機

が変化するかどうかを検討した。 
参加者は全て北海道大学の 1 年生であり、

自尊心高条件（26 名）、自尊心低条件（30 名）、
統制条件（29 名）のいずれかに無作為に割り
当てられた。課題は高自尊心条件が「これま
での人生で、最も自分に自信を持った成功経
験を 3 つ思い出して書き出す」、低自尊心条件
が「これまでの人生で、最も自分に自信を失
った失敗経験を 3 つ思い出して書き出す」、統
制条件が「三日前に見たテレビ番組を 3 つ思
い出して書き出す」というものだった。この
操作を受けた後、参加者は、研究 2-1 と同様
の関係形成・維持シナリオへの回答、および
一般的な関係形成志向、および関係維持志向
尺度に回答した。 
 

(3)検討課題 3：孤独感が幸福感の低下をもた
らす過程に対する関係流動性の調整効果 
①研究 3-1：準実験的検討 

準実験手法を用いて、関係流動性の異なる

1 年生と 2 年生で、孤独感が幸福感に与える

影響を自尊心が媒介するかどうかを検討した。

具体的な予測は、高関係流動性状況に置かれ

た 1 年生においては自尊心の強い媒介効果が

示されるのに対して、低関係流動性状況に置

かれた 2 年生では自尊心の媒介効果は弱いだ

ろう、というものである。調査対象者は北大

生 189 名（1 年生 108 名、2 年生 81 名）であ

った。質問尺度は、1)孤独感尺度、2)自尊心

尺度（Rosenberg, 1965）、3)人生満足感尺度

（Diener & Diener, 1985）、であった。 
 
４．研究成果 

(1) 検討課題 1:自尊心が幸福感に与える影
響の検討 
①研究 1-1：代表サンプルを用いた地域間比
較 

日本全国を 11 地域に分割し、それぞれの地

域内において、自尊心と人生満足感の関連を

算出した。さらに、その関連の強さと、各地

域内での勤続年数の平均との関連を検討した

（後者を関係流動性の指標と見なした）。その

結果、予測通り、平均勤続年数の短い地域（高

関係流動性地域）では、それが長い地域（低

関係流動性地域）と比べて、自尊心と幸福感

の関連が強いことが示された。 
 
②研究 1-2：準実験法による状況間比較(1) 

まず研究の前提となる関係流動性の差異を

確認したところ、予測通り、関係流動性尺度

の得点は、2 年生よりも 1 年生の方が高かっ

た。次に主たる予測を検討するために、人生

満足感を従属変数、また自尊心、状況のダミ

ー変数（1 年生＝0, 2 年生＝1）、自尊心×状況

の交互作用項を独立変数とする重回帰分析を

行った。すると予測された自尊心×状況の交

互作用が有意になった。そこで、回答者を学

年ごとに分割して分析したところ、やはり予

測と一貫して、2年生よりも 1年生において、

自尊心が人生満足感に与える影響が強いこと

が示された。 
 
③研究 1-3：準実験法による状況間比較(2) 

従属変数を人生満足感とし、独立変数を自

尊心、情緒的サポート、状況のダミー変数（引

越し＝0、地元＝1）、自尊心×状況、および情

緒的サポート×状況の交互作用とした重回帰

モデルを検討した。その結果、予測された自

尊心×状況の交互作用効果は有意には至らな

かったものの、パターンの方向は予測に一貫

していた。そこで回答者を状況ごとに分割し

て分析を行ったところ、予測と一貫して、引

越経験者は地元出身者よりも自尊心が幸福感

に与える効果が強かった。一方、情緒的サポ

ート×状況の交互作用効果は有意であった。

そこで状況間の比較をしたところ、予測通り、

情緒的サポートの規定力は、地元出身者の方

が引越経験者よりも強かった。 



 

 

 
④研究 1-4：中国における検討 

自尊心、および情緒的サポートを独立変数

とし、人生満足感を従属変数とした重回帰分

析を行った。すると、単回帰分析では見られ

ていた情緒的サポートの効果が消滅し、自尊

心の効果のみが残った。これは、予測とは異

なり、Kwan et al.(1997)で見られた米国人の結

果と同じパターンであった。その原因を検討

したところ、今回の中国人参加者は関係流動

性認知が高く、また自尊心が高いなど、他の

側面に関しても米国人と類似したパターンを

示していることがわかった。このことが何を

意味するのかは現時点では不明であり、今後

の検討が待たれる。 
 

以上、マルチ＝メソッドを用いた 4 つの研

究により、自尊心が幸福感に与える影響は、

社会状況の関係流動性によって干渉されると

の仮説に対して、全体として強い支持が得ら

れた。 
 
(2)検討課題 2：自尊心の対人関係拡張機能 
①研究 2-1：相関研究 
まず参加者を、自尊心尺度への回答に基づ

き、高自尊心群と低自尊心群に二分した。こ
の両群間で比較を行ったところ、予測に一貫
して、3/4 のシナリオにおいて高自尊心群は
低自尊心群よりも強い対人関係拡張傾向を示
した（2 つのシナリオでは有意差、1 つのシナ
リオでは有意傾向の差が見られた。残りの 1
つでは有意差なし）。また 2/4 のシナリオで、
高自尊心群は低自尊心群よりも、新規他者に
対して多くの時間配分をすると答えた（残り
の 2 つでは有意差なし）。さらに、一般的な対
人関係拡張志向についても、低自尊心群より
も高自尊心の方が強かった。一方、対人関係
維持傾向については、いずれのシナリオにお
いても、また一般的な志向性についても、高
低自尊心群間で有意差は見られなかった。 
 
 ②研究 2-2：実験研究 
 まず自尊心操作の有効性を検討したところ、
操作は弱く、高自尊心条件と低自尊心条件の
間に、操作チェック項目である自尊心に有意
差が示されなかった。そこで実験操作の課題
で適切な内容を自由記述した参加者のみを抽
出したところ、高自尊心条件の 24 名、および
低自尊心条件の 23 名のみが残った。 
これらの参加者に対して群間の比較を行う

と、2/4 のシナリオにおいて、予測通り、低
自尊心者よりも高自尊心者の方が初対面他者
への時間配分が多かった（残りの 2 シナリオ
では有意差なし）。また、一般的関係拡張志向
を比較したところ、やはり予測通り、低自尊
心群よりも高自尊心群の方が高かった。一方、

一般的な対人関係維持志向については群間に
差はなかった。 
 
以上 2つの研究の結果は、高自尊心者は低

自尊心者よりも新規関係形成を求めるという、
自尊心の対人関係ブースター仮説とおおむね
一貫するものである。しかしながら、いずれ
の研究においてもその効果は必ずしも強いも
のではなく、また実験研究(2-2)では実験操作
自体が弱かった。改善した方法を用いたさら
なる追試が必要である。 
 

(3)検討課題 3：孤独感が幸福感の低下をもた
らす過程に対する関係流動性の調整効果 
①研究 3-1：準実験的検討 

分析の結果、孤独感が人生満足感に与える

影響に対する自尊心の媒介効果は、予測通り、

入学直後の 1 年生においては有意であったが、

2 年生では有意ではなかった。また、従属変

数を将来の人生満足感の予測とした場合には、

1 年生では自尊心による完全な媒介が見られ

たが、2 年生では部分媒介効果しか見られな

かった。ただしこれらの媒介効果の差を有意

性検定したところ、有意には至らなかった。

よって今後、サンプルサイズを増大させるな

どして、さらなる検討の余地が残る。 
 
(4)結語 

以上の研究結果は、研究代表者のグループ

による先行研究の結果と併せて、従来は「北

米」や「東アジア」といった地理的な地域に

特有の文化現象と考えられてきた自尊心の高

さやその影響力の差異について、社会生態学

的アプローチからの一般理論による説明が有

効であることを示す強力な証拠である。 
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